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　この度は弊社の大型タイヤチェンジャー「メガウイニングⅣ AL-455」をお買い上げ

頂き誠にありがとうございます。

   本機をご使用になる前に必ずこの取扱説明書を注意深く読み、よく理解してからご使用

ください。

　取扱説明書に記載されている注意事項および使用方法をよくご理解頂かないと本機の

適正な能力を発揮できないばかりか、人身事故やタイヤ・ホイールの損傷につながります

ので、充分ご理解のうえ、正しくご使用ください。

また、この取扱説明書はいつでもご使用になれますように大切に保管してください。

　尚、取扱説明書・注意ステッカー等は大切に保管・貼付して頂き万一、紛失・汚損された

場合には速やかにご購入のうえ、正しく保管・貼付してください。

　このタイヤチェンジャーはＴＢ．ＬＴチューブレスタイヤの交換を行うことができるタイ

ヤチェンジャーです。
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この取扱説明書では「危険」「警告」「注意」について次のような定義と警告表示を   

使用しています。

警告表示は、安全作業のために重要な事柄です。                   

人身事故や財物損害防止のために重要な事項が記載されていますので、必ずよく理解   

してからご使用ください。                            

取り扱いを誤った場合に、使用者が死亡、又は重傷を負う            
危険が切迫して生じることが想定される場合。

取り扱いを誤った場合に、使用者が死亡、又は重傷を負う             
恐れが想定される場合。

取り扱いを誤った場合に、使用者が傷害を負う危険が想定            
される場合及び物的損害のみの発生が想定される場合。

（１）一般的な注意事項

①取扱説明書をよく読み、よく理解してから使用してください。

②このチェンジャーの操作は、使用方法を熟知した人以外は使用しないでください。

③始業点検及び定期点検は、取扱説明書の本文の指示に従って、必ず実施してください。

④運転時に異音発生等、普段と異なる状態の時は、チェンジャーの使用を禁止し、お買い

上げの販売会社に連絡して、点検を受けてください。

⑤本機は防水仕様になっていませんので、屋外設置や水による洗浄は避けてください。

⑥このチェンジャーをタイヤ交換以外の目的で使用しないでください。
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警告ラベルは大切に保管してください。
剥がれたり汚損した場合は速やかに購入のうえ、正しく貼付してください。

（２）警告ラベルの内容

チャックを緩めるときは、必ずリフト
またはベースで受けること。

リフトまたはアーム下降時には下に
足を入れないこと。

機械にチャッキングしたまま、タイヤへの
エアー充填（注入）は絶対に行わないこと。

操作方法を熟知した人以外は使用
禁止。

作業中のチャック部には手を触れ
ないこと。

ビードクリーム塗布、周り止めの脱着
時には必ずタイヤ回転を止めること。

取扱説明書をよく読み、理解した上
で使用すること

タイヤは手で押さえて倒れないように支えること

足などを挟まれて大ケガをする恐れがあります

エアー注入は安全ゲージの中で行ってください。

誤操作により、思わぬ事故の可能性があります。

挟まれて大ケガをする恐れがあります。
※サビの発生や電気部品の損傷
　の恐れがあります。

機械に水をかけないこと

巻き込まれて大ケガをする恐れがあります。

誤操作により思わぬ事故の可能性があります。

ここに示す警告事項は、機械の取扱方
法を誤った場合に、使用者が死亡また
は重傷を負う可能性が想定される事柄
です。

警告ラベルは大切にご使用ください。
はがれや汚損された場合、お買い上げ
の販売会社から購入の上、正しく貼付
してください。

手を入れないこと
モーターカバーの「矢印」とモーターの回転
方向を合わせてください。

高圧電流が流れています。
感電の恐れがありますので、ふれ
ないでください。

指ツメ危険・リムと固定爪の間に
手を入れないこと。

回転中のファンに手や指を入れ
ないでください。
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４.各部の名称と機能
（１）各部の名称と機能

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

操作スタンド

ツール

ベース

チャック

アーム

油圧ユニット

制御ボックス

タイヤ回転モーター

フットスイッチ

本機の操作を行います。

タイヤ脱着用ツール

ホイール固定部

油圧発生装置

本体制御用電源部

タイヤ回転用

タイヤ回転スイッチ

②

⑨

③

④

⑦

⑥

⑤

①

➇
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（２）機械の吊り位置と吊り方

・2mのスリングベルトを2本用意します。

・ツール移動台を左端から約420mmまで移動させます。

・アームを下から約120mm浮かせ、ツールを奥まで収縮させます。

・ツール移動台とモーター付近の吊りフックにスリングベルトを通し、クレーンのフック

に掛けます。

・2つの吊りフックの中心位置にクレーンのフックを移動させ、機械を吊り上げます。

  機械が水平に吊り上がらない場合は、一旦機械を着地させ、

  クレーンのフック位置を調整して再度吊り上げます。

ツールを奥まで
収縮させる 約420ｍｍ

約
1
2
0
ｍ
ｍ

アームを下から
約１２０ｍｍ浮かせる
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（３）電気回路図
●標準仕様

電源：200V 3相 50/60Hz　ETSR
E

電磁接触器

R1 S1 T1

M3

M1 Thr1
電磁開閉器

M2F

M2R

Thr2
可逆式電磁開閉器

R R2SS1

Thr1

M3

Thr2

R1R4

Rin S

M

SV SOL0

制御基板

SV0

M

FS1

FS2

ML1

アンロード弁制御

油圧ポンプ起動リレー

SS4

F1：1A

M3

可逆式電磁開閉器
M2R

M2F

M2R

3

4

M1

電磁開閉器

M2F

E Rout

E

F2：2A

E

U1
V1
W1
E MP

E
E

U2
V2
W2 MR

Thr1

Thr2

L1

L2

R1

ML2
R5

SS2

7

8

9

10

タイヤ上昇

タイヤ下降

チャック開

チャック閉

5

6

SOL5.B

SOL5.A

SOL3.B

SOL3.A

SOL4.B

SOL4.A

SOL2.B

SOL2.A

SOL1.B

SOL1.A

タイヤ後退

タイヤ前進

ツール下降

ツール上昇

ツ－ル伸長

ツール収縮

ML3
11

12

13

14

15

16

油圧ユニットメンテナンス用

制御ＯＮ

S
SK

油圧ポンプ起動

（タイヤ逆転）

（タイヤ正転）

モーター正転

モーター逆転

SK

SK

SK油圧ユニットモーター
2.2kW 4P

タイヤ回転モーター
0.75kW 4P
ブレーキ付 1/100

サーマル異常ランプ

電源表示ランプ
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（４）油圧回路図

●防爆仕様

電源：200V 3相 50/60Hz　ETSR

G

M

B1 A1 B2 A2 B3 A3 B4 A4 B5 A5

Ｐ

Ｔ

モーター：2.2kW 4P

タ ン ク：7.8L（実油量：6.2L）

リリーフ：160kgf/cm2

棒油面計

押しボタン付
アンロードバルブ

SOL.3SOL.1 SOL.2 SOL.4 SOL.5

チャック開閉アーム上下タイヤ前後ツール上下ツール伸縮

ポ ン プ：5cc/rev

φ1.0 φ1.0φ0.8 φ0.5φ0.8 φ0.8

E

電磁接触器

R1 S1 T1

M3

M1 Thr1
電磁開閉器

M2F

M2R

Thr2
可逆式電磁開閉器

E

U1
V1
W1
E MP

E
E

U2
V2
W2 MR

R R2SS1

Thr1

Thr2

R1R4

Rin S
制御基板

SS4

M
M

SV SOL0F1 SV0

M3

E Rout

E

F2

3FS1

4

ML5

FS2

A1C1

リレーバリア
RB
L N

A2C2

N1P1

N2P2

Thr1
M1

電磁開閉器

可逆式電磁開閉器
M2R

M2F

M2F

M2R

Thr2

18LS117

M3

L1

L2

R1 油圧ポンプ起動リレー
アンロード弁制御

ML2
R5

SS2

7

8

9

10

5

6

15

16

SOL5.B

SOL5.A

SOL3.B

SOL3.A

SOL4.B

SOL4.A

SOL2.B

SOL2.A

SOL1.B

SOL1.A

ML3
11

12

13

14

タイヤ上昇

タイヤ下降

チャック開

チャック閉

タイヤ後退

タイヤ前進

ツール下降

ツール上昇

ツ－ル伸長

ツール収縮

油圧ユニットメンテナンス用

油圧ﾕﾆｯﾄﾓｰﾀｰ
2.2kW　4P

ﾀｲﾔ回転ﾓｰﾀｰ
0.75kW　4P
ﾌﾞﾚｰｷ付　1/100

SK

SK

SK

SK

制御ＯＮ

S

油圧ポンプ起動

モーター正転
（タイヤ逆転）

モーター逆転
（タイヤ正転）

電源表示ランプ

サーマル異常ランプ
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異常と思われる箇所が発見された場合、異常箇所の修復を完全に行うまでは

チェンジャーの使用を禁止して、ただちにお買上げの販売会社に連絡してくだ

さい。

そのままお使いになるとチェンジャーの破損および重大事故につながる危険性

があります。

警 告

毎日、作業前に必ず始業点検を行ってください。

①チェンジャー本体に外観上の異常（変形、破損、摩耗等）はないか。

②各ボルト、ナット類の緩みはないか。

③油圧ユニット、油圧ホース接続部、各シリンダに油漏れがないか。

④モーター（油圧ユニット、チャック部）が正常に作動するか。

⑤チャック、アーム、ツールがスムーズに作動するか。

５.取り扱い方法
（１）始業点検
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●操作スタンド

（２）操作スイッチと各部の動作

①電源

　電源のON/OFFを行います。本機は電源をONしただけでは油圧ユニットは作動しま

せん。

　油圧シリンダの動作信号が入力されたときに連動して油圧ユニットが作動します。

　動作信号がなくなると油圧ユニットは停止し、スタンバイ状態になります。

②運転準備

　電源がONで油圧ユニットがスタンバイ状態の時に緑点灯します。

③タイヤ回転

　チャッキングを行ったタイヤ・ホイールを回転させるスイッチです。

　左回転させるときは「脱」側に、右回転させる時は「着」側にスイッチを操作します。　

④チャック

　チャックを開く時は「開」側に、閉じる時は「閉」側にスイッチを操作します。

スイッチ配置図

●チャッキングの動作時はチャック周辺に手や指を入れないでください。

　手や指を挟み込み、重大な事故につながるおそれがあります。

●ホイールをチャッキングしたまま不用意にチャックを緩めないでください。

　ホイールが落下し思わぬ事故につながるおそれがあります。

●ホイールをチャッキングしたままで長時間放置しないでください。

　チャッキングが緩み思わぬ事故につながるおそれがあります。

警 告

⑥

⑤

④ ③

②

①

ONOFF

電　源

チャック

運転準備

脱 着

タイヤ回転

伸縮 前 後

閉 開

下

上

下

ツール タイヤ
上
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⑤ツール

　ツールを伸長させる時は「伸」側に、収縮させる時は「縮」側にスイッチを操作します。

ツールを上昇させる時は「上」側に、下降させる時は「下」側にスイッチを操作します。

アームを下降する時は、下側に足を入れないように注意してください。

アームと本体間に足を挟むおそれがあります。

警 告

⑥タイヤ

　アームの上昇・下降、及び前進・後退を行います。

　本機はアームとツールが連動しますので、アームを前進させると、ツールは逆に後退し

ます。

●ツールを伸び側のストロークエンドまで伸ばした時はチャックを必要以上に

　開かないでください。

　チャックとツールが接触し、破損するおそれがあります。

●ツールロック時は、ツールが確実にロックされていることを確認してください。

　ロックが不完全なまま、タイヤの脱着を行うとツール部が破損するおそれが

　あります。

注 意

●フットスイッチ

　ホイールチャック部の回転用スイッチです。

　逆回転（左回転）、正回転（右回転）します。

－10－



保護リングを装着しないまま、アルミホイールのチャッキングを行うとハブ穴に

傷が発生するばかりか、タイヤ脱時にホイールのチャッキングが外れるおそれ

があります。

必ず保護リングを装着してからチャッキングしてください。

警 告

　●チャッキング

　ホイールの種類にあわせて正しいチャッキングを行ってください。

　 ・ホイールハブ穴でのチャッキング

　　スチールホイールは、そのままハブ穴をチャッキングしてください。

　　アルミホイールは、ホイールサイズに応じた「保護リング（オプション）」を装着させ

　てからハブ穴をチャッキングしてください。

●ホイールのドロップ位置

　TB・LTホイールには乗用車用ホイールと同様に、ドロップ部（ウェル）があります。

　タイヤホイールのチャッキングおよびタイヤ交換の場合は必ずホイールドロップ位置

を確認し、ドロップに近い方からビードの脱着を行ってください。

（３）ホイールのドロップ位置とチャッキング

－11－



●チャッキングの動作時はチャック周辺に手や指を入れないでください。

　手や指を挟み込み、重大な事故につながるおそれがあります。

●ホイールをチャッキングしたまま不用意にチャックを緩めないでください。

　ホイールが落下し思わぬ事故につながるおそれがあります。

●ホイールをチャッキングしたままで長時間放置しないでください。

　チャッキングが緩み思わぬ事故につながるおそれがあります。

●タイヤ内のエアーは必ず完全に抜いてからディマウント作業を始めてくださ

い。

●タイヤクリームの塗布時、ホイール回り止めの脱着時等は必ずタイヤの回転

を止めて行ってください。

　回転したまま行うと機械に巻き込まれ重大な事故につながるおそれがありま

す。

●タイヤを機械にチャッキングした状態でのエアー充填は絶対にしないでくだ

さい。

　必ず安全ケージの中でエアー充填してください。

●作業途中で中断して機械から離れる場合は、アームを下降してタイヤをベー

スに着地させてください。

●アームを下降する時は、下側に足を入れないように注意してください。 

　アームと本体間に足を挟むおそれがあります。

●ツールを下降する時は、下側に体を入れないように注意してください。

　ツールと本体間に体を挟むおそれがあります。

警 告

６.操作手順
（１）タイヤ脱着作業時の警告、注意事項
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保護リングを装着したホイールをチャッキングする際は

保護リングに貼り付けられた「爪掛け禁止」の位置に

チャック爪が重ならないようにしてください。

注 意

●脱着作業時には、ツールとホイールを接触させないでください。 

　接触させた状態で作業するとスムーズな回転が行えなくなり、ツールやホイー

ル損傷の原因になります。 

●ツールフックのロックは確実に行ってください。

　また、ロックを解除する場合は、ツールがタイヤ、ホイールと接触していないこと

を確認してください。

　ツールに力をかけた状態でロックを解除しようとすると重大な故障の原因にな

ります。

●タイヤ交換時に配線の断線等による単相運転にご注意ください。 

　本機は高効率ポンプユニット（モーター、ポンプ、電磁弁一体型）を使用しており

ます。

　単相運転などでモーターを破損した場合、油圧ポンプユニットアッセンブリー

の交換が必要になります。 

注 意

①ホイールのドロップ位置を確認し、正しい取付け方向でタ

イヤ付きホイールを本機のアーム・ツール間に投入します。

　ホイールハブ穴中心とチャック中心が重なるようにアーム

高さを調整します。

②アームを前進させてチャックを開き、ホイールをチャッキン

グします。

（２）ＴＢ，ＬＴチューブレスラジアルタイヤの脱着

（Ａ）ディマウント（タイヤとホイールの分離）
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ツールロック時は、ツールが確実にロックされていること

を確認してください。

ロックが不完全なまま、タイヤの脱着を行うとツール部

が破損するおそれがあります。

注 意

③タイヤに干渉しない位置ツールをセットします。

　セット時はツールフックをストロークエンドまで下降して

ロックが掛かったことを確認してください。

　ツールとホイールの間隔が5mmくらいになるようにツー

ルを伸縮させて調整します。

タイヤクリームの塗布は必ずタイヤの回転を止めて行っ

てください。

回転したまま行うと機械に巻き込まれ重大な事故につな

がるおそれがあります。

警 告

④タイヤを回転しながら前進させて表側ビードを落としま

す。

　タイヤを更に押し込んでスペースを取り、ビードとホイー

ルにタイヤクリームを塗布します。

⑤ツールを上昇させ、ツールをタイヤの裏側にセットします。

タイヤの表側と同様、タイヤを回転しながら後退させて裏

側ビードを落とし、タイヤクリームを塗布します。
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ツールに対向する側のビードがホイールのドロップに落

ち込まない状態で無理にビードを押し出そうとするとホ

イールのディスク部やビードを変形・損傷させるおそれ

があります。

注 意

タイヤマウント時には必ず、図のようにタイヤクリームを

ビード部およびホイールに塗布してください。

塗らずにマウントするとタイヤビード部を損傷するおそ

れがあります。

注 意

⑦さらにタイヤを左回転させながらわずかに後方へ移動さ

せ、ツールがホイールフランジと裏側ビードの間からのぞ

いたらタイヤ移動を止め、さらに左回転してタイヤを取り

外します。

⑥タイヤを左回転させながら後方へ移動させて表側ビード

を押し出します。

　この際、ツールと反対側のビードがホイールドロップ部に

落ち込んでいる事を確認してください。

①ホイールをチャッキングしてタイヤクリームを塗布します。

　ビード部にタイヤクリームを塗布したタイヤをホイール上

部へ斜めにかけます。

（B）マウント（タイヤとホイールの組付）
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MSDバーやマウントクランプ等、タイヤの空転防止ア

タッチメントの脱着は必ずタイヤの回転を止めてから

行ってください。

回転させながら行うと機械に巻き込まれ重大な事故の

おそれがあります。

警 告

②ツールとホイールの間隔がビード１枚分になるまでタイ

　ヤを前進させます。

　次にタイヤを右回転させて裏側ビードを組み込みます。

④MSDバーが写真の位置あたりになるまで右回転を行いま

す。

　ツール対向側のビードがドロップに落ち込んでいることを

確認できたらタイヤの押込みを緩めます。

　さらに右回転を行い表側ビードを組み込んで、MSDバー

を取り外します。

③さらに移動台を後退させてタイヤを押込みます。

　この際、ホイールの空転を防止するため、オプションの

MDSバーやマウントクランプを使用すると便利です。

　MDSバーを使用する場合、写真のようにセットできるよ

うにタイヤを回転させます。

　MDSバーを奥まで差し込んでセットします。MDSバーの

取り扱いは別紙の説明書も参照してください。

⑤タイヤの軽点マークとホイールのバルブ位置を合わせる

場合は、写真のようにアームを下降してタイヤをベースに

軽く押し当てながら、ホイールを空転させて位置合わせを

行います。
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チャックを緩める時は必ずアームを降ろしてタイヤを

ベースに接触させ、タイヤは手で支えて倒れないように

してください。   

注 意

保護リングはホイールのディスク厚みに適合したものを

使用してください。

注 意

①保護リングの回り止め部とバルブ位置が90°になるよう

に保護リングを取り付けます。

②ホイールのドロップ位置を確認し、正しい取付け方向でタイヤ付きホイールを本機の

アーム・ツール間に投入します。

　ホイールハブ穴中心とチャック中心が重なるようにアーム高さを調整します。

③アームを前進させてチャックを開き、保護リングの回り止

め部がチャック爪の中間となる位置でホイールをチャッキ

ングします。

（３）超扁平シングルタイヤの脱着

（Ａ）ディマウント

④通常タイヤと同じ要領で表側・裏側のビードブレークとタ

イヤクリーム塗布を行います。

　ツールを表側でセットし、タイヤを10cm程度押し込みま

す。

　写真のようにバルブが12時の位置になるようタイヤを回

転させ、MDSバーと延長ソケットを取り付けてロックしま

す。
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MSDバーと延長ソケットは矢印マークが同じ面になる

ように取り付けてください。

注 意

⑤ツールを裏側でセットし、タイヤを正回転させバルブを5時の位置にセットします。

　バルブが4時～6時の間でタイヤ正・逆回転させながらツールでタイヤを押し出して表

側ビードを取り外します。

⑥ツールを上昇して逃し、アームを下降させタイヤをベース

に着地させます。

　アームを更に微下降しタイヤ中心高さ・ホイール中心高さ

を合わせます。

⑦MDSバーのロックを外し、タイヤを少し手で押さえなが

らサポートバーを取り外します。
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⑨アームを上昇させ、ツールを裏側にセットします。

　下方に垂れ下がった表側ビードを手で引っ張り上げてタイヤをベースと水平にし、タ

イヤを後方へ移動させます。

　ツールがホイールフランジと裏側ビードの間からのぞいたら移動を止めます。

⑩タイヤをベースに着地させた後、バルブが8時～10時の間でタイヤ正・逆回転させな

がら更にアームを後退・微下降させながら裏側ビードを取り外します。

⑧タイヤをベースに着地させたままアームを後退しバルブを通過させます。

　ホイールを正回転させバルブを9時の位置にあわせます。

タイヤを回転し続けるとバルブとビードが干渉し破損するおそれがあります。

注 意
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①ホイールをチャッキングしてタイヤクリームを塗布します。

　ホイールを回転させ、バルブを5時の位置にあわせます。

　ビード部にタイヤクリームを塗布したタイヤをホイール上

部へ斜めにかけます。

（B）マウント

②タイヤがはずれないように手で支えながらアームを上昇

させます。

　ツールを表側でセットしてタイヤを少し押し込みます。

　タイヤを正回転させて裏側ビードを組み込みます。

③ツールを上昇して逃し、アームを下降してタイヤをベース

に着地させます。

　アームを更に微下降しタイヤ中心高さ・ホイール中心高さ

を合わせます。

④タイヤをベースに着地させたままアームを前進しバルブ

を通過させます。

　ホイールを正回転させバルブを9時の位置にあわせます。

⑤タイヤを上昇させ、ツールを表側でセットし、タイヤを

10cm程度押し込んでMDSバーと延長ソケットを取り付

けてロックします。
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⑥MDSバーが写真の位置あたりになるまで正回転を行います。

　ツール対向側のビードがドロップに落ち込んでいることを確認できたらタイヤの押込

みを2～3cm程度に緩めます。

　更に正回転を行い表側ビードを組み込んで、サポートバーを取り外します。
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①チェーンカバーのスリットからチェーン

の緩みを確認する。

②固定ボルトを緩める（4本）。

③ロックナットを緩める（2個）

④押しボルト（2本）を均等に締め込んで

チェーンを張る。

⑤ロックナットを締め付ける。

⑥固定ボルトを締め付ける。

１. 本機はモーター出力をチェーンで伝達してタイヤ回転を行っています。

　  チェーンが緩んできましたら、下記の方法でチェーンを

　  張ってください。

２. 油圧ユニット内オイルを交換、または給油する場合は当社純正のハイドロリックオイル、

　  または市販のタービン油（ISO VG32～56）を使用してください。

●カバー等をはずして点検を実施した場合は、必ず元通りに全ての取り付けねじ

等を使用して元に戻してください。

●点検の結果、異常と思われる箇所が発見された場合は、異常箇所の修復を完全

に行うまでチェンジャーの使用を禁止して、ただちにお買上げの販売会社に連

絡してください。

　そのままお使いになるとチェンジャーの破損および重大な事故につながる危

険性があります。

注 意

点検の際、電気部品に触れる必要のある場合は、必ず電源を切ってください。

また、元電源を入れたまま電気部品に触れる必要のある時には、端子等に触れ

ないよう充分注意してください。

警 告

７.メンテナンス

固定ボルト

ロックナット

押しボルト
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３. タイヤ回転チェーンと機械各位置のグリスアップシールが示している箇所へグリスの注入、

　  塗布を適時行ってください。

　  タイヤ回転部への給油は少しずつ回転させ行ってください。

４. アームスライド部のチェーンが緩んだ場合、スライドチェーンカバーを取り外し、

　  写真のチェーン取り付け部のロックナットを緩めてチェーンを張ってください。

オイルの交換は１回／年、必ず実施してください。

オイル交換時は各シリンダーを一番縮んだ状態にして行ってください。

油タンクは空の状態から7リットル注入できます。

注 意

点検期間

毎日

毎月

毎年

※納品1ヶ月後にはチャック部のボルト増し締めを行ってください。

点検項目

緩み

各部の動作

緩み

緩み

グリス切れ

目視

作動油交換

点検要領

増し締め

スムーズに動作するか

チェーン張り

チェーン張り

グリスアップシール箇所に固形グリス塗布

連動の調整

タービン油(ISO.VG32～56）

点検箇所

各ボルト・ナット

操作スイッチ

タイヤ回転チェーン

アームスライドチェーン

各給油位置

ツール・アーム連動調整

油圧ユニット 
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異常が生じた時は、この取扱説明書をよくお読み頂き、下記の点検をした上で、

それでも不具合の場合は、お買上の販売会社へご相談ください。

注 意

８.作動不良時の処置

　　　　　　↓

●サーマルリレーがはたらいていないか。

　サーマル異常時には制御BOX上側の赤いランプが点灯します。

　上図■印部のサーマルリレー復帰ボタンを押してください。

　サーマルリレーは作動してしばらくは復帰できません。

　2～3分待ってから押してください。

（１）油圧ユニットが作動しない

　　　　　　↓

●サーマルリレーがはたらいていないか。

　サーマル異常時には制御BOX上側の赤いランプが点灯します。

　上図■印部のサーマルリレー復帰ボタンを押してください。

　サーマルリレーは作動してしばらくは復帰できません。

　2～3分待ってから押してください。

●単相運転になっていないか。

　電源、電源コードに異常がないか調べる。

（２）タイヤが回転しない

標準仕様制御ボックス内部 概略図

油圧ユニット
マグネット
ＳＷ

制御用
マグネット
ＳＷ

リレー ヒューズ

1A 2Ａ

サーマル異常表示ランプ（赤）

端子台端子台

サーマル
復帰ボタン

油圧ユニットメンテスイッチ

サーマル
復帰ボタン

タイヤ回転モーター
マグネットＳＷ
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　　　　　　↓

●電源が逆相になっていないか。

　逆相に配線されるとポンプが油を汲み上

げません。

　元電源を断った後、３本のうちいずれか２

本を入れ替えてください。

●ヒューズが切れていないか

　ヒューズの交換を行ってください。

●特定のシリンダーだけ作動しない。

　制御ボックス内に設置している

　「油圧ユニットメンテ用」のトグルスイッチ

をONにして、油圧ユニットを作動させま

す。

　電磁弁両端の手動ピンを押込みながら、

油圧ユニット下部のアンロードバルブ手

動ピンを押せば、手動で油圧シリンダー

を作動できます。

　電磁弁とシリンダの関係は上から、

　チャック開閉

　タイヤ上下

　タイヤ前後

　ツール上下

　ツール伸縮

　の順になっています。

（３）油圧シリンダーが作動しない。
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200V　3相　50／60Hz

2.2　kW 4P

0.75 kW 4P

16”～22.5”

110mm～480mm

1,200mm

455mm

835kg

電 源

油 圧 ポ ン プ モ ー タ ー

タ イ ヤ 回 転 モ ー タ ー

適 応 ホ イ ー ル サ イ ズ

チャック可能 ハブ穴 径

最 大 タ イ ヤ 直 径

最 大 タ イ ヤ 幅

本 体 重 量

９.仕様
（１）本体仕様

（２）本体寸法

標準付属品

1. ビードローラー …………………………１式

2. MDSバー…………………………………１個

3. 六角レンチセット ………………………１式

4. ビードクリーム …………………………各１

5. アンカーボルト …………………………2個

オプション

1．グレートツール

2．チャックスタンド

3．アルミ保護リング

4．防爆仕様

A4
B4

B5
A5

スタンド展開MAX:(2370)

(230)ベース幅:(1390)(750)

M
A
X
:(
1
5
6
0
)

M
IN
:(
13
3
5
)

スタンド展開MAX:(1860)

機械MAX:(1630)

MIN：(1480)

操
作
ス
タ
ン
ド
：
(1
1
0
0
)

(1
11
0
)

(7
4
5
)

(3
4
0
)

φ1200

(225) ベース奥行:(995) (410)
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取扱説明書、本体注意ラベル等の注意書きに従って正常な使用状態で保証期間内（納入

後１年以内）に故障した場合は、弊社の責任に於いて無償にて欠陥部品の手直し、修理、

取り替え、交換部品の送付をさせて頂きます。

但し、二次的に発生する損失の補償及び、次の場合に該当する故障は保証致しません。

①使用上の誤り、保守点検、保管などの義務を怠ったために発生した故障及び損傷。

②商品の作動機構に悪影響を及ぼす変更（改造）を加え、それが原因で発生した故障及

び損傷。

③消耗品が損傷し取り替えを要する場合。

④火災、地震、風水害、落雷、その他天災地変等、外部に要因がある故障及び損傷。

⑤指定された純正部品をご使用されなかったことに起因する場合。

⑥日本国以外でご使用の場合。

⑦保証手続きが不備の場合。（例：型式及び機体番号の連絡が無い場合。ｅｔｃ）

⑧設置に原因がある故障及び損傷。

10.製品保証規定
（１）保証規定

このチェンジャーは屋外設置及び防水仕様になっておりませんので、錆、腐食、

漏電等の水による故障は保証いたしておりません。

注 意

上記規定に基づき、本製品の保証請求を行う場合は、お買い上げの販売会社にご一報く

ださい。必要な手続きを実施致します。

尚、保証の要否は大変勝手ながら弊社に於いて判断させていただきますのでご了承くだ

さい。

（２）保証請求方法
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本製品の設置（据付）及び移設は、お買い上げの販売会社へ依頼してください。

移設の場合は販売会社による点検を実施してください。

（３）アフターサービスについて

（４）設置（据付）及び移設について

この取扱説明書の８項目の作動不良時の処置欄をご覧に
なってください。

商品保証規定に従い修理をさせていただきますので、お
買い上げ販売会社へ修理を依頼してください。

保証期間は納入後12ヶ月以内です。
商品保証規定の記載内容に基づいて修理させていただき
ます。

アフターサービスについての詳細、その他ご不明な点はお買い上げ販売会社にお
問い合わせください。

お問い合わせいただく際は、次のことをお知らせください。
型式・機体番号・購入年月日・故障状況（できるだけ詳しく）。 

お買い上げ販売会社にご相談ください。
修理によって機能が維持できる場合はお客様のご要望
によって有料修理致します。 
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AL-455

大型車用チェンジャー メガウイニングⅣ

令 和

令 和

令 和

令 和

７ ４ 1

WS3955-3000商品番号

令 和

株 式 会 社 ア ル テ ィ ア



株式会社  アルティア

●仕様は予告なく変更することがありますので、あらかじめご了承願います。
●ご用命・ご相談はお近くの各販売会社・アルティア各支店までどうぞ。
●アルティアホームページ　http://www.altia.co.jp.

「販売会社又は施工業者の方へお願い」
この取扱説明書は、お客様に必ず渡してください。

札 幌 支 店
仙 台 支 店
首 都 圏 支 店
関東信越支店
名 古 屋 支 店
大 阪 支 店
広 島 支 店
福 岡 支 店
機 工 営 業 部

〒007－０803
〒983－０034
〒104－６206
〒104－６206
〒465－０035
〒556－０021
〒733－０842
〒812－０007
〒104－６206

札幌市東区東苗穂三条3-1-81
宮城県仙台市宮城野区扇町3-2-15
東京都中央区晴海1-8-12 晴海トリトンスクエアZ 6F
東京都中央区晴海1-8-12 晴海トリトンスクエアZ 6F
名 古 屋 市 名 東 区 豊 が 丘 2 6
大阪市浪速区幸町 3 - 7 - 1 1
広 島市西区井口 5 - 2 5 - 2 1
福岡市博多区東比恵3 - 6 - 1
東京都中央区晴海1-8-12 晴海トリトンスクエアZ 6F

TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL

011（786）2010
022（783）3810
03（6777）0331
03（6777）0334
052（775）4010
06（7708）8820
082（277）2340
092（411）5351
03（6777）0038


